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第27回自然災害科学総合シンポジウムのお知らせ

期日：平成2年10月30日（火）

場　所：熊本郵便貯金会館（メルパルクKUMAMOTO）

7一マ：

1．計画研究成果報告　6題

（1）集中豪雨のメカニズムと予測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　浅井冨雄（東大海洋研）

（2）豪雨による土砂崩壊の予測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　道上正規（鳥取大工）

（3）土石流の発生及び規模の予測に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　片岡　順（名大農）

（4）強震動および津波の予測と破壊能評価に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　平沢朋郎（東北大理）

（5）都市供給施設における震害の防止・軽減並びに復旧

　　対策に関する研究　　　　　佐武正雄（東北大工）

（6）都市住空間の震災予測と耐震化システムに関する研

　　究　　　　　　　　　　　柴田明徳（東北大工）

2．突発災害調査報告　3題

（1）伊豆半島東方沖の群発地震と海底噴火の研究

　　　　　　　　　　　　　　茂木清夫（東大地震研）

（2）越前海岸山崩れとその災害に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　三浦　静（福井大）

（3）1989年ロマブリータ地震によるサソフランシスコ湾

　　岸地域の被害に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　亀田弘行（京大防災研）

3．ワーキソググループ成果報告　6題

（1）3次元数値モデルによる豪雨の予報システムのため

　　の検討　　　　　　　　　吉崎正憲（東大海洋研）

（2）自然災害教育に関するピデオテープ記録の活用とそ

　　の効果　　　　　　　　　矢入憲二（岐阜大教養）

（3）やませ時の冷害の原因となる下層雲の発生機構とそ

　　の発現予測の可能性に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　児玉安正（弘前大理）

（4）地上及び衛星リモートセソサーを用いた豪雪の検出

　　・予測方法の検討　　　 上田博（北大理）

（5）西南日本における初生的大規模斜面変動の発生・移

　　動機構の解析　　　　　藤田　崇（大阪工大工）

（6）大地震データを緊急に収集するための基礎調査

　　　　　　　　　　　　　　安藤雅孝（京大防災研）

4．国際防災の10年開始記念講演　3題

（1）国際防災の10年開始について（仮題）

　　　　　　　　　　　　　　土岐憲三（京大防災研）

（2）波浪災害と防止（仮題）　　　　　　発表者未定

（3）風災害と防止（仮題）　　　　　　　発表者未定
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　　　第27回自然災害科学総合シソポジウム実行委員会

　　　中島重旗盈096－344－2111内線3546又は3531

　　　　　　　FAX．096－344－5063

1990年4月 51


